
平
成
31
年
に
「
ア
イ
ヌ
文
化
振

興
法
」
に
代
わ
り
「
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
（
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
）
が
成

立
し
た
。
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的

な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
が
定

め
ら
れ
、
白
老
町
に
は
「
ウ
ポ
ポ
イ
」

が
開
設
、
さ
ら
に
「
ア
イ
ヌ
政
策
推
進

交
付
金
」
は
、
地
域
計
画
の
申
請
認
定

に
よ
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
２
年
間
で
、

25
市
町
村
に
23
億
８
千
万
円
の
交
付
決

定
が
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
別
町
に
交
付

さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

第
６
期
幕
別
町
総
合
計
画
の
３
カ
年

実
施
計
画
に
は
「
郷
土
文
化
資
料
館
（
仮

称
）
建
設
事
業
」
が
明
記
さ
れ
、
本
年

は
「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
策
定

の
検
討
」
と
あ
る
が
、
以
下
に
つ
い
て

伺
う
。

(1)
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
国
の
交

付
金
を
申
請
す
る
の
か
、
町
独
自
の
事

業
な
の
か
、
ま
た
財
源
は
。

(2)
資
料
館
に
つ
い
て
構
想
の
方
向
性
は
。

(3)
資
料
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ

文
化
専
門
の
人
材
登
用
を
。

(4)
千
住
生
活
館
の
今
後
の
方
向
性
は
。

(5)
千
住
公
営
住
宅
の
今
後
の
方
向
性
は
。

(6)
観
光
、
雇
用
等
を
含
む
総
合
的
な
計

画
策
定
を
。(1)

ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
に
よ

り
地
域
計
画
を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ

く
事
業
の
実
施
に
対
し
て
、
ア
イ
ヌ
政

策
推
進
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
交
付
金
の
交
付
率
は
10
分

の
８
、
市
町
村
負
担
分
は
、
起
債
も
し

く
は
特
別
交
付
税
に
よ
る
地
方
財
政
措

置
が
あ
り
、
実
質
的
な
負
担
率
は
10
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

第
６
期
幕
別
町
総
合
計
画
３
カ
年
実

施
計
画
に
掲
載
し
た
「
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
地
域
計
画
策
定
の
検
討
」
は
、
こ
の

交
付
金
を
受
け
る
た
め
計
画
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
計
画
に
は
ア
イ

ヌ
文
化
の
保
存
お
よ
び
継
承
、
ア
イ
ヌ

の
伝
統
等
の
理
解
促
進
、
観
光
振
興
・

産
業
振
興
や
地
域
内
外
の
交
流
促
進
に

関
す
る
事
業
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
に

な
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
ア
イ
ヌ

の
方
々
や
専
門
家
な
ど
関
係
者
の
ご
意

見
を
伺
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
計
画
作
成
業
務
が
停
止
し
た
状

況
に
あ
り
、
今
後
収
束
状
況
を
見
な
が

ら
業
務
に
着
手
し
た
い
。

(4)
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
の
活
動
や
共
同

入
浴
事
業
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
場
と
し
て
の
近
隣
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
ア

イ
ヌ
文
化
を
保
存
し
、
正
し
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
交

付
金
を
活
用
し
複
合
的
な
機
能
を
持
っ

た
施
設
を
新
た
に
整
備
し
た
い
。

(5)
入
居
世
帯
の
居
住
動
向
、
新
た
な
需

要
等
を
十
分
に
把
握
し
、
概
ね
５
年
ご

と
に
見
直
し
を
行
う
新
た
な
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
の
中
で
、
改
め
て
用
途
廃

止
を
含
め
て
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

(6)
ア
イ
ヌ
の
指
導
者
、
吉
田
菊
太
郎
氏

が
収
集
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
収
蔵
品
な

ど
貴
重
な
資
料
が
蝦
夷
文
化
考
古
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴

史
や
文
化
、
生
活
館
を
拠
点
と
す
る
ア

イ
ヌ
文
化
伝
承
活
動
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
の
複
合
的
な
機
能
を
有

し
た
施
設
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

(2)
昨
年
５
月
に
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
が
制
定
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
政
策
推

進
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機

に
当
該
交
付
金
を
活
用
し
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
保
存
や
伝
承
事
業
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
千
住
生
活
館
の
機
能
に
ア
イ
ヌ

民
族
資
料
等
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
併
せ

た
新
た
な
複
合
施
設
を
整
備
し
た
い
。

(3)
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
施

設
の
整
備
に
向
け
、
資
料
の
展
示
や
保

管
方
法
の
ほ
か
施
設
の
活
用
な
ど
、
よ

り
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
職
員
の
配

置
が
必
要
に
な
る
。
加
え
て
、
昨
年
度

の
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
骨
発
見
50
周

年
記
念
事
業
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、

新
た
な
足
跡
化
石
や
本
年
度
の
発
掘
調

査
に
つ
な
が
る
発
見
が
あ
り
、
今
後
の

事
業
展
開
や
展
示
方
法
な
ど
当
面
す
る

課
題
が
あ
り
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る

学
芸
員
の
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

答問
千
住
生
活
館
の
機
能
に
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
等
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
も
併
せ
た
新
た
な
複
合
施
設
を
整
備
し
た
い

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
伝
統
的
生

活
空
間

（
イ
オ
ル
）
の
再
生
事
業
の
推
進
を

■ 一 般 質 問 ■ 
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問

町
　
長

教
育
長

芳滝　　仁 議員
（拓政会）

蝦夷文化考古館
（昭和 34 年 吉田菊太郎氏建設）


